
第５学年 算数科学習指導案

日 時 平成１８年１０月２０日（金）５校時

場 所 ５年教室

児 童 男１２名 女３名 計１５名

指導者 教諭 多田 滋

１ 単元名 小数のわり算を考えよう（東京書籍 新しい算数５上） 

２ 単元の目標

〇除数が小数の場合の除法の意味とその計算のしかたについて理解し、それを用いる能力を高める。また計

算法則は数範囲が小数の場合でも成り立つことを理解する。

・除数が小数の場合でも、既習の整数の場合の数量関係などをもとにして、除数の式に表そうとする。

【関心・意欲・態度】

・整数の除法計算と関連づけて、除数が小数の除法計算のしかたを考える。 【数学的な考え方】 
・除数が小数の除法計算をすることができる。 【表現・処理】

・除数が小数の除法の意味やその計算のしかたを理解する。 【知識・理解】

３ 単元について

（１）教材について

学習指導要領第５学年の内容「Ａ 数と計算」（３）では、「小数の乗法及び除法の意味について理解し、

それらを適切に用いることができるようにする。」とあり、「乗数や除数が整数である場合の乗法及び除法

の意味について理解すること。」や「乗数や除数が整数の場合の計算の考え方を基にして、乗数や除数が

小数である場合の乗法及び除法の意味について理解すること。」、「小数の乗法及び除法の計算の仕方を考

え、それらの計算ができること。また、あまりの大きさについて理解すること。」をねらいとしている。

児童は第４学年で１／１０の位の範囲でしくみや加減計算について学習してきた。そして、第５学年第

１単元では小数の意味を１／１０００の位まで拡張し、小数が整数と同じ十進数であることを扱ってきた。

小数の乗法については、第２単元「小数のかけ算とわり算」で小数×整数の意味と計算まで学習してお

り、前単元である第７単元「小数のかけ算」で小数×小数の意味と計算方法を学習してきている。本単

元では、「÷小数」の意味（除法の意味と拡張）と、その計算方法を扱っていく。ここでの学習は、６学

年での分数のかけ算とわり算の学習へと発展していく。

（２）児童について

５月に行ったアンケートの結果によると、学級の約８割の児童が「算数が好き」「どちらかというと好

き」と答えている。その理由として、「買い物などに使える、自分で問題が解けるとうれしい、大きくなっ

ても役に立ちそう」などであった。また、「どちらかというときらい」と答えた児童は、「計算の順序やや

り方を覚えるのが大変、いやなときが多い」などの理由を挙げていた。下位の児童の中にも「好き」と答

える児童もおり、この意欲を大切にしていきたい。全体的には学習意欲が高く、進んで学習に取り組む子

が多い。話し合い活動は、友達の意見を聞けたり自分の考えを言えたりするので大切だと考える児童が多

いが、全員が進んで参加するまでには至っていない。発表は、上位の児童が中心となって行っている。ま

ちがえると恥ずかしいという理由から、進んで発表したがらない児童もいる。

レディネステストの結果を見ると、小数÷整数の筆算で商やあまりに小数点をつけ忘れる児童が数名

見られた。また、文章問題では、数の大きい方をわられる数としてとらえる傾向があった。Ｐ１テストの

結果は、未習の小数÷小数の問題では、既習の整数÷整数、小数÷整数の考え方を使って正答する児童

が数名見られた。整数部分は合っているが、小数点の位置が違っている児童が多かった。文章問題では、

わる数とわられる数を取り違えて考える誤答が多く見られた。

（３）指導について

本単元では、「÷小数」の意味（除法の意味と拡張）と、その計算方法を理解させることをねらいとし

ている。導入にあたっては、具体的な場面を取り上げ、数直線図によって、整数の場合に成り立つ数量の



関係が小数の場合にも成り立っていることや言葉の式をもとに、除法の意味を整数から小数へと拡張して

いきたいと考える。また、÷小数の計算では、単位に着目させ、小数点を移動することによって既習の

計算に帰着させ、整数の場合と同様の手順でできることを理解させる。

除法では、除数と被除数に同じ数をかけても、同じ数でわっても、商は変わらないという除法の性質を

生かして、児童自らが計算のしかたを考えられるようにしていきたい。

４ 教材の関連と発展

４年 

⑥小数

・小数の意味（小数第

一位）、構成、大小比

較

５年 ６年 

③わり算の筆算⑴

・２，３位数÷１位数

の筆算形式による除

法

・整数倍の意味（第一

用法、第三用法）

⑼わり算の筆算⑵

・２，３位数÷２位数

の筆算形式による除

法

①小数と整数のしくみ

・小数の意味（小数第

二位）、構成、大小比

較

②小数のかけ算とわり算

・小数×整数の計算

・小数（整数）÷整数

の計算

・小数倍の意味

⑦小数のかけ算

⑥小数・小数×小数の意味と

計算

・小数の乗法の意味と

拡張(第一用法、第二
用法)

本単元 小数のわり算

・小数÷小数の意味と

計算

・小数の除法の意味の

拡張（第一用法、第

三用法）

⑥分数のかけ算とわり算⑴

・分数×整数の計算

・分数÷整数の計算

・分数×分数の計算

⑦分数のかけ算とわり算⑵

・分数÷分数の計算

・分数の乗除の意味の

拡張 (第一～第三用
法)



５ 指導計画 全１１時間

具体の評価規準小

単

元

時

間

学習活動 Ａ

十分満足できる

Ｂ

おおむね満足できる

主となる既習

事項

２

・立式を考える。

・２００÷２．５の計算のしかたを

考える。

・２００÷２．５の計算のしかたを

まとめる。

＜習熟問題①＞ 

【考】既習の整数÷整

数、小数÷整数などに

関連づけて、整数÷小

数（１／１０の位ま

で）の計算のしかたを

考え発表することが

できる。

【知】小数でわることの意

味を理解し、説明するこ

とができる。

【考】既習の整数÷整

数、小数÷整数などに

関連づけて、整数÷小

数（１／１０の位ま

で）の計算のしかたを

考えている。

【知】小数でわることの

意味を理解している。

・整数÷整数

２

・立式を考える。

・７．８÷６．５の計算のしかたを

考える。

・小数÷小数の筆算のしかたをまと

める。

・２．８÷３．５，１．８÷２．４．

８÷２．５の筆算のしかたを考え

る。 
・計算練習をする。

＜習熟問題①②＞

【表】整数の除法の筆算

の考え方を用いて、１

／１０の位までの小

数どうしの除法の筆

算ができる。

【知】小数÷小数の除法

の筆算のしかたを理

解し、確実に計算でき

る。 

【表】１／１０の位まで

の小数どうしの除法

の筆算ができる。

【知】小数÷小数の除法

の筆算のしかたを理

解している。

・整数÷整数

・整数÷小数の

筆算

１

・２４０÷１．２と２４０÷０．８

の計算をして、商と被除数の大き

さを比べる。

・純小数でわると商が被除数より大

きくなることをまとめる。

＜習熟問題①②＞

【考】数直線上で除数の

大きさと関連づけて、

被除数と商の大小関

係を考え、説明するこ

とができる。

【知】純小数でわると、

商が被除数より大き

くなることを式や数

直線図から正確に理

解している。

【考】数直線上で除数の

大きさと関連づけて、

被除数と商の大小関

係を考えている。 

【知】純小数でわると、

商が被除数より大き

くなることを理解し

ている。

・整数÷小数の

筆算

・小数÷小数の

筆算

⑴

小

数

の

わ

り

算

１

本

時

・２．５ℓのジュースを０．７ℓ入り

の水筒に入れると何個できて、

ジュースはどれだけあまるか考え

る。 
・小数の除法におけるあまりの小数

点のうつ位置についてまとめる。

＜習熟問題①②＞

【考】あまりのある小数

点の位置を被除数と

関連させて考え、説明

することができる。

【表】あまりのある場合

の小数の除法計算が

確実にでき、検算で確

かめることができる。

【考】あまりのある小数

点の位置を被除数と

関連させて考えてい

る。

【表】あまりのある場合

の小数の除法計算が

できる。

・整数÷小数の

筆算（あまり

のある場合）

・小数÷小数の

筆算

・検算



１

・１．４ℓの砂の重さが２．６ｋｇの

とき、１ℓの砂の重さを、２けたの

概数で求める。

＜習熟問題①②③＞

【表】小数の除法の答え

を、必要に応じて概数

で表し、説明すること

ができる。

【知】小数の除法の答え

を、概数で表す方法を

理解し、表すことがで

きる。

【表】小数の除法の答え

を、必要に応じて概数

で表すことができる。

【知】小数の除法の答え

を、概数で表す方法を

理解している。

・小数÷小数の

筆算

・四捨五入

・概数

⑴

小

数

の

わ

り

算

１

・力をつけよう」に取り組む。 
＜習熟問題①②③＞

【表】学習内容を正しく

用いて、すべての問題

を解決することがで

きる。

【知】学習内容が確実に

身につき、他の問題で

も生かすことができ

る。 

【表】学習内容を正しく

用いて、問題を解決す

ることができる。

【知】学習内容が確実に

身についている。

・小数÷小数の

筆算

・四捨五入

・検算

１

・３．６㎞、１．８㎞は２．４㎞

の何倍かを求める方法を考え

る。 
・比較量、基準量が小数の場合で

も倍を求めるには除数を使う

ことをまとめる。

＜習熟問題①＞ 

【表】比較量、基準量が

小数の場合でも、何倍

かを除法で求め、数直

線図を使って説明す

ることができる。

【知】比較量、基準量が

小数の場合でも、何倍

であるかを除法で求

められることを理解

している。

【表】比較量、基準量が

小数の場合でも、何倍

かを除法で求めるこ

とができる。

【知】比較量、基準量が

小数の場合でも、何倍

であるかを除法で求

められることを理解

している。

・小数÷小数の

筆算

⑵

小

数

の

倍

と

わ

り

算

１

・６３０ｇが基準量の１．８倍に

あたるときの、基準量の求め方

を考える。

・基準量を求めるには、□を使っ

て乗法の式に表すと考えやす

いことをまとめる。

＜習熟問題①②③＞

【表】倍を表す数が小数

の場合でも、基準量を

比較量÷倍で求め、数

直線図に表すことが

できる。

【知】倍を表す数が小数

の場合でも、基準量を

比較量÷倍で求めら

れることを理解し、説

明することができる。

【表】倍を表す数が小数

の場合でも、基準量を

比較量÷倍で求める

ことができる。

【知】倍を表す数が小数

の場合でも、基準量を

比較量÷倍で求めら

れることを理解して

いる。

・整数÷小数の

筆算

・□を使った式

ま

と

め

１

・「たしかめよう」に取り組む。

＜習熟問題①②③＞

【表】学習内容を正しく

用いて、すべての問題

を解決することがで

きる。

【知】基本的な学習内容

について確実に理解

している。

【表】学習内容を正しく

用いて、問題を解決す

ることができる。

【知】基本的な学習内容

について理解してい

る。 

・小数÷小数の

筆算

・整数÷小数の

筆算



６ 本時の指導

（１）目標

・小数の除法におけるあまりの位取りについて理解する。

具体の評価規準

観 点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる 努力を要する児童への手立て

数学的な

考え方

あまりの小数点の位置を被除

数と関連させて考えたり、根拠を

もって説明している。

あまりの小数点の位置を被

除数と関連させて考えている。

図や検算などから、あまりの

小数点の位置について考えさ

せる。

表現

処理

あまりのある場合の小数の除

法計算や検算が正確にできる。

あまりのある場合の小数の

除法計算ができる。

整数の除法計算をもとにし、

あまりの小数点の位置をとら

えながら計算させる。

（２）仮説とのかかわり

仮説１〈既習事項をもとにして見通しをもたせる指導の工夫〉とのかかわり

あまりは除数より小さくなるという関係を想起させ、検算や図などを使って確かめていくことを

とらえさせる。

仮説２〈習熟問題の内容・提示の工夫〉とのかかわり

類似問題の１問は、児童に解かせた後に全員で確認する。（検算も行わせる。）残りの２問は、児

童に解かせた後、教師が個別に回って答え合わせをする。習熟問題は①と②を用意し、①が終わっ

た児童は問題数・難易度を上げた②に取り組ませる。習熟問題は自己採点とする。

（３）展開

段階 学習活動 ・指導上の留意点 ○支援 評 価

つ

か

む

５

分

１ 問題を把握する。

２．５ℓのジュースを、０．７ℓ入

りの水とうにいれていきます。

何個の水とうをいっぱいにでき

ますか。また、何ℓあまりますか。

・問題を読み、立式する。

・２．５÷０．７ 
3 3

0.7)2.5      0.7)2.5 
 2 1 2 1

4 0.4 
２ 課題を把握する。

小数のわり算のあまりについて

考えよう。

・前時までの既習事項を想起させる。

・小数÷小数の筆算のしかた

・１より小さい数でわったときの商

の大きさ

・筆算で答えを求めさせる。

・筆算で今までと違うところに目を

向けさせる。

見

通

す

５

分

３ 解決の見通しをもつ。

・あまりを確かめていくための見通し

けん算

㎗にして

図

筆算の説明

仮説１とのかかわり

あまりは除数より小さくなると

いう関係を想起させ、検算や図な

どを使って確かめていくことをと

らえさせる。



調

べ

る

18
分

４ 自力解決をする。

・自分で選んだ方法であまりを確かめ

ていく。

・自分の方法が終わった児童は、他の

方法に取り組む。 
５ 発表し、検討する。

（検算）

０．７×３+０．４=２．５

答え ３個あまり０．４ℓ

（㎗にして）

２．５ℓ=２５㎗ ０．７ℓ=７㎗

２５÷７=３あまり４

４㎗=０．４ℓ

答え ３個あまり０．４ℓ

（図） 

答え ３個あまり０．４ℓ

（筆算の説明）

3 3
0.7)2.5      0.7)2.5 

 2 1 2 1
4 0.4 

・１０倍してわり算をする

・あまりの４を 1/10にして０．４ 
答え ３個あまり０．４ℓ

・筆算で求めたあまりが４か０．４

か考えさせる。このとき、あまり

は除数より小さくなることを想起

させる。

・筆算で求めたあまりをけん算で確

かめさせ、あまりが０．４になる

ことをとらえさせる。

・図などから量の感覚をとらえさせ

たい。

・図に書き込むのがむずかしい児童

には、ヒントカードを用意する。

○筆算では、小数点を１つずらした

のは計算をしやすくする工夫であ

ることに気づかせたい。また、あ

まりはもとの小数点にそろえなく

てはならないことをとらえさせた

い。 
・もともと２．５ℓしかないので４ℓ

あまることはないことに気づかせ

たい。

◎あまりの小数点の位

置を被除数と関連さ

せて考えている。

【数学的な考え方】

（発表、観察）

ま

と

め

る

５

分

６ 学習のまとめをする。

・あまりの小数点の位置についてまと

める。

小数のわり算のあまりは、わら

れる数のもとの小数点にそろえて

うちます。

・問題で行った筆算にもどって考え

させる。

・小数点に目を向けさせる。

広

め

る

12
分

７ 練習問題を解く。

（１）類似問題Ｐ９３⑦…１問

類似問題Ｐ９３⑦…２問

（２）習熟問題①…４問

Ｐ１０２⑦

習熟問題②…８問

ドリルの問題

８ 自己評価をする。

・学習の感想を書き、発表する。

○あまりの小数点がずれている児童

には、わられる数の小数点から

まっすぐ線をおろすよう助言す

る。 
・類似問題を解くことで、まとめの

一般化を図る。

仮説２とのかかわり

類似問題の１問は、児童に解かせた後に

全員で確認する。（検算も行わせる。）残り

の２問は、児童に解かせた後、教師が個別

に回って答え合わせをする。習熟問題は①

と②を用意し、①が終わった児童は問題

数・難易度を上げた②に取り組ませる。習

熟問題は自己採点とする。

◎ あまりのある場合

の小数の除法計算

ができる。

【表現・処理】

（ノート、プリント、観察）



７ 板書計画

問 題 課 題

まとめ

２．５ℓのジュースを、０．７ℓ入り

の水とうにいれていきます。

何個の水とうをいっぱいにできます

か。また、何ℓあまりますか。

（見通し）

（式）２．５÷０．７ ・けん算

・㎗ （図）

（筆算） 3 3 ・図

0.7)2.5 0.7)2.5 ・筆算の説明

2.1 2.1

4 0.4 答え ３個あまり０４ℓ

（筆算の説明） （検算） ＜練習問題＞

・１０倍してわり算を行う。 ０．７×３＋０．４＝２．５ ２．３）４．９ 
・あまりの４は、１／１０ 答え ３個あまり０．４ℓ

になるので０．４ （㎗）

答え ３個あまり０．４ℓ ２５÷７＝３あまり４ ９．６）１７．５ 
４㎗＝０．４ℓ

答え ３個あまり０．４ℓ

７．２）３４０

小数のわり算のあまり

は、はわられる数のもとの

小数点にそろえてうちま

す。

小数のわり算のあまり

について考えよう。

座席表

イ

関

考 △

表

知

ス

関 ◎

考 ◎

表 ◎

知 ◎

サ

関

考 △

表 △

知

ア

関

考

表

知

オ

関 ◎

考 ◎

表

知 ◎

セ

関

考

表 ◎

知

ク

関 ◎

考 ◎

表

知 ◎

ソ

関

考

表 ◎

知

ウ

関

考

表

知

シ

関

考

表 △

知

ク

関 ◎

考 ◎

表 ◎

知 ◎

カ

関

考

表

知

キ

関

考

表 △

知

エ

関

考 ◎

表 ◎

知 ◎

コ

関 ◎

考 ◎

表 ◎

知 ◎


